
磯

界
に
無
数
に
あ
る
が
、
こ
う
い
う
表
現
形
式
を
与
え

た
例
を
ぼ
く
は
知
ら
な
い
。

い
ず
れ
も
強
い
ら
れ
た
死
を
主
題
と
す
る
作
品
だ

が
、
済
州
島
蜂
起
（
１
９
４
８
）
を
う
た
っ
た
金
明

植
の
叙
事
詩
や
、
お
連
れ
合
い
の
石
川
逸
子
さ
ん
の

『
ヒ
ロ
シ
マ
連
祷
』
と
並
ん
で
、
『
シ
ョ
ァ
ー
』
陶
板
も
、

『
悼
」
と
題
さ
れ
た
作
品
集
と
な
っ
て
結
実
し
た
（
写

真
叩
石
黒
健
治
）
の
が
２
０
０
３
年
だ
っ
た
。
こ
の

独
創
的
芸
術
を
語
る
に
は
こ
の
人
を
措
い
て
な
い
針

生
一
郎
が
、
力
の
こ
も
っ
た
「
関
谷
陶
板
作
品
私
観
」

を
寄
稿
し
て
い
る
。

２
０
０
８
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
悼
Ⅱ
』
は
、
ベ
ラ

ル
ー
シ
の
作
家
、
ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
・
ア
レ
ク
シ
ェ
ー

2９

日

本
の
紹
介

本
誌
の
慣
例
上
、
「
本
の
紹
介
」
に
準
ず
る
扱
い

に
す
る
が
、
事
情
は
や
魁
複
雑
だ
。
画
集
・
写
真
集

と
い
う
も
の
で
も
な
い
。
主
題
が
陶
板
作
品
と
い
う
、

一
般
に
な
じ
み
の
な
い
芸
術
ジ
ャ
ン
ル
だ
か
ら
だ
。

陶
芸
家
は
１
９
３
２
年
生
ま
れ
の
関
谷
興
仁
さ
ん
。

教
員
に
甘
ん
じ
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
波
乱
に
富
む
前

半
生
も
紹
介
し
た
い
が
、
残
念
な
が
ら
紙
幅
が
な
い
。

関
谷
興
仁
「
輝
』
の
腿
界

高
橋
武
智

「
露
答
興

仁
作
品
集
悼
Ⅲ

強
制
連
行
１
万
入
坑
』

（
朝
露
館
発
行
・
１
５
０
０
円
十
税
）
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陶
芸
の
町
・
益
子
（
栃
木
県
）
で
制

作
に
う
ち
こ
ん
で
い
た
関
谷
か
ら
連

絡
が
あ
り
、
ク
ロ
ー
ド
・
ラ
ン
ズ
マ

ン
『
シ
ョ
ア
ー
』
（
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
を
指
す
）
の
拙
訳
全
編
を
陶
板

に
移
し
か
え
た
い
と
の
申
し
出
を
受
け

た
の
だ
が
、
で
き
あ
が
り
が
ど
う
い
う

も
の
か
、
何
も
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。

数
年
後
に
完
成
し
た
作
品
を
益
子
の
工

房
・
展
示
館
（
朝
露
館
）
に
お
訪
ね
し

て
拝
見
、
驚
嘆
し
た
。
筆
で
描
い
た
す

べ
て
の
文
字
を
焼
き
つ
け
た
無
数
の
陶

板
群
を
（
途
中
で
気
に
入
ら
ず
二
度
も
こ

わ
し
た
と
い
う
）
作
者
な
ら
で
は
の
形
に

組
み
合
わ
せ
（
Ⅱ
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

て
あ
っ
た
。
『
シ
ョ
ア
ー
』
に
つ
い
て

の
評
論
や
研
究
は
、
日
本
を
ふ
く
め
世

中
国
人
強
制
連
行
万
入
坑

’
‐
』
・
Ｉ
，
ゾ
‐
．
’
・
●
叩
．
，
・
・
・

ピ
ッ
チ
が
そ
の
時
点
で
の
生
存
者
の
証
言
を
ま
と

め
た
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
祈
り
」
（
１
９
９
６
）
と
、

『
シ
ョ
ァ
ー
』
の
陶
板
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
作
品

展
を
ま
と
め
た
も
の
。

「
…
…
黒
い
陶
板
は
、
そ
れ
ら
の
か
た
ち
や
肌
合

い
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
配
置
の
相
違
に
よ
っ
て
、
悲

哀
、
憤
怒
、
絶
望
、
鎮
魂
な
ど
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
感
情
が
暗
示
さ
れ
る
［
…
…
の
は
］
、
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
マ
に
対
す
る
関
谷
自
身
の
思
考
や
感
情
が
陶

板
の
制
作
過
程
に
投
影
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」

と
大
築
勇
喜
嗣
は
透
徹
し
た
作
品
分
析
を
載
せ
て
い

る
。

そ
れ
か
ら
５
年
半
の
今
春
、
『
悼
Ⅲ
」
の
刊
行
に

5



き
た
い
も
の
だ
。

（
朝
露
館
訪
問
と
『
悼
』
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
先
叩
〒
１
２
４
１
０
０
２
２

束
京
都
葛
飾
区
奥
戸
６
１
咽
Ｉ
ｒ
関
谷
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
”
０
３
１
３
６
９
４
１
４
３
６
９
．

－
●
楠
』
３
５
０
０
円
需
惇
Ⅱ
」
５
０
０
０
円
）

（
た
か
は
し
．
た
け
と
も
／
本
誌
編
集

委
員
）

展
示
の
前
半
は
「
中
国
（
本
土
に
お

連
行
・
万
人
坑
」
、
後
半
は
「
日
本
本

土
へ
の
連
行
」
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。

本
土
に
は
強
制
労
働
の
た
め
の
事
業

所
が
１
３
５
あ
り
、
本
誌
で
も
何
度

か
と
り
あ
げ
た
花
岡
も
そ
の
一
つ
だ
。

花
岡
の
例
が
示
す
と
お
り
、
単
な
る

「
労
働
」
で
な
く
、
殺
害
・
虐
殺
の
連

続
で
あ
っ
た
。

関
谷
の
視
点
は
日
本
に
よ
る
、
わ

れ
わ
れ
自
身
に
よ
る
中
国
人
の
ホ
ロ

接
し
た
。
こ
の
期
間
関
谷
は
新
た
な
テ
ー
マ
と
し

て
、
中
国
人
の
強
制
連
行
に
と
り
く
ん
で
い
た
よ
う

だ
。
作
者
の
動
機
は
、
タ
イ
ト
ル
の
下
に
付
さ
れ
た

次
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
遺
憾
な
く
示
さ
れ
て
い
る
。
「
私

た
ち
の
文
化
を
育
ん
で
く
れ
た
中
国
／
そ
の
中
国
を

／
昭
和
の
初
期
／
私
た
ち
日
本
人
が
し
た
こ
と
は
」

展
示
の
前
半
は
「
中
国
（
本
土
に
お
け
る
）
強
制

コ
ー
ス
ト
に
し
ぼ

ら
れ
て
い
る
。

材
質
の
重
さ
も

あ
り
（
『
シ
ョ
ァ
ー
』

陶
板
の
一
部
は
東
日

本
大
震
災
に
よ
っ
て

割
れ
た
）
、
朝
露
館

以
外
で
の
展
示
の

例
は
少
な
い
。
労

を
い
と
わ
な
い
読

者
は
益
子
ま
で
足

を
伸
ば
し
て
現
物

に
接
し
て
い
た
だ

＃

中
国
人
強
制
連
行
万
人
坑
二
部
）
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